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スクール利用企業の声

株式会社オータマ
製造部 部長　髙橋 徹也 氏

小さな町工場から成長をしてきた弊社は、生産性改善・革新のための手法や用語さえも知らな
い社員も多く、これからの企業を支える中核人材を計画的かつ体系的に育成することが急務
であり、このTPIスクールを受講させることにしました。カリキュラムの構成は、全体最適の視
点（鳥の目）から、「モノと情報の流れ」等を作成して問題点を的確に絞込み、さらに「ＩＥ」「Ｑ
Ｃ」手法などを活用し、細かく分析（虫の目）して真因を掴み改善を進める流れは、理解しやす
く効果性も高いと思います。また、自社での現場実習は、インストラクターの指導を受けながら
大変苦労したようですが、スクール終了後も参加メンバーが、学んだことを自分の担当業務に
活用しており、大変有意義な経験が出来ました。貴重な経験が出来るスクールとして、多くの企
業で利用して欲しいと思います。

株式会社今野製作所
執行役員 業務本部長　今野 三千代 氏

弊社では、これまでに３名をTPIスクールに派遣しました。このスクールで学んだメンバーが、社
内に増えることで、現場改善・革新の共通言語を持ち、前向きに課題解決に取り組む体制がで
きたました。特に、昨年はコロナの影響によりZoomでの開催となり、他社でなく自社での現場
改善実習になりました。しかし、受講生が自社の改善課題にインストラクターとじっくりと取り
組み、新たに、これまでにない良い点も感じました。また、『モノと情報の流れ図』を使い全体
最適の視点から業務を見直し、解決すべき課題を絞込み、具体的な対策案だけでなく、今後
３ヵ月の展開計画まで提案がありました。そのため、弊社では、この３ヵ月計画を実行するにあ
たり、スクール終了後にインストラクター派遣制度を活用し取組み、メンバーの継続的な学び
と大きな成果を得ることができました。

第6期の募集について

募集期間 令和3年6月28日(月)～7月30日(金)

受講期間 令和3年8月20日(金)～11月19日(金)

受講時間 9：30～16：00（12：00～13：00は昼休憩とします）

場所

募集定員

受講対象

【基　礎　編】「zoom」を利用したオンライン授業を予定
【現場実習編】受講される方のご勤務先

■都内中小製造事業者の現場責任者、または幹部候補の方
■生産管理や生産技術に関する経験があり、生産性向上の　　　　
　取り組みについて予備知識を有する方
■PCの入力作業の経験がある方

10名

受講料 10万円（税込）
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令和3年
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募集期間

東京都生産性
革新スクール
モノづくりの良い流れを創り出す

中核人材を育成する

さぁ、進めよう
生産性革新!!

第6期受講生募集案内






